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    概要：倫理を守ることのみが、正しいのだろうか

    




    









    Kさんについて
    私は長い間、このKさんという男性について悩んできました。Kさんは妻子ある人で、私とは、心から分かり合える親友でした。


 


しかし、Kさんには、世にも恐ろしい妻がいました。


私からのメールは盗み見るし、私と仲が良すぎることで、キレて家の中で荒れ狂う・・・めちゃくちゃだったようです。Kさんは、恐ろしい妻に対して、深く悩んでいました。













    倫理
    Kさんほど倫理的な人はいません。


最後に私と二度と会えなくなったのも、Kさんが、妻に服従することを選んだからでした。


 


しかし、私は思うのです。倫理とは、浮気をしてはいけないことであって、思い合っているのに二度と会わず、連絡すら取らないことだろうかと。


 


私は結婚していませんから、心の自由までも結婚に奪われ、それを倫理だと思っていることが納得できないのです。


 


しかし、私は、Kさんの家の近所に住んでいましたので、奥さんが恐ろしい、というKさんの気持ちに配慮して、故郷を離れました。


倫理とは何でしょうか。自分の心や、相手の心までも殺してまでも成り立たせるものならば、それは倫理ですらなく、Kさんの敗北でしょう。













    Kさんと離れた後の、私の幸せ
    しかし、私は、Kさんが徹底的に倫理を守る人でよかったと思っています。私は、Kさんのように、心をがんじがらめに縛る奥さんを持った人は、子供を諦めて自由を選ぶか、一生奥さんに縛られるかしかないと思うのです。


 


恐ろしい奥さんのいない、そして、大好きだったKさんのいない、田舎に一人で住む私は、一度心を崩して精神科に入院しましたが、そのあとがよかった。


 


心の悩みや、奥さんに無理やり追いやられた傷を癒してくれる、たくさんの人に出会えました。


 


私は自由だ、でも、Kさんを思うのです。今はもう愛してはいない、でも、自分を犠牲にしてまであの人が私にもたらしてくれたのは、あの汚い奥さんの魔の手から、私を逃すこと、それこそがあの人の倫理だったのだと。







